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おわりに
　ここまで、現代エキュメニカル運動の草創期に位置するエディンバラ世界宣
教会議（1910年）とエルサレム世界宣教会議（1928年）に注目しながら、他宗
教に対する宣教のアプローチに関するエキュメニカルな議論が、どのように展
開したのか、宣教論的考察を加えつつ歴史的に叙述してきた。おわりに、以上
の研究で明らかにした事柄をまとめておきたい。
　19世紀に見られた他宗教に対する否定的・対決的な姿勢は、エディンバラ会
議の時点ですでに大きな変化を見せていた。エディンバラ会議が圧倒的に欧米
圏の人々による会議であり、当時の楽観的・覇権主義的な宣教思考を前提にし
ている点で限界を持つものの、会議は全体として他宗教を神学的に理解しよう
と努め、肯定的な側面に着目して評価した。そして、キリスト教への反発やナ
ショナリズムを伴う諸宗教の復
リバイバル
興を前にして、他宗教と真剣に向き合い、その
上でキリスト教を新しく語らなければならないことが広く自覚された。こうし
た姿勢の変化は、新しい福音理解によってもたらされたものではない。むしろ、
比較宗教学の影響と同時に、アジアやアフリカの人々のキリスト教に対する挑
戦によってもたらされたものである。
　エディンバラ第四委員会が、実際に他宗教に生きる人々との直接的な接触の
経験から生み出された資料に基づいて議論したことは、現代にも通じる極めて
大きな意義をもっている。このことのゆえに、エディンバラ会議は教理体系の
比較に留まらず、アジアやアフリカの歴史的現実を生きている他宗教の人々にとっ
て、キリスト教が実際的にもつ意義を検討することとなった。他宗教に生きる人々
を含む歴史的現実との直面が、キリスト教の自己認識や福音理解についての反
省を引き起こしたのである。
　エディンバラ会議では、キリスト教が、諸宗教の中でも最高位にある完成形
態であり、他宗教が希求するところを成就するものであるとの前提に立つ主張
が多く見られた。彼らは他宗教の善であると思われる部分に「キリスト教への
準備」を見、そこへキリスト教を接続するという宣教方法を論じた。他方、他
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宗教の延長線上にキリスト教を位置づける考え方を批判する者もいた。いずれ
にしても、エディンバラ会議は、「非キリスト教的」な領域においても遂行され
ている神の意志を探ろうとし、他宗教を教理体系と歴史的な姿の双方において
深く理解し、研究する必要性を広く知らしめる機会となった。
　次に、エディンバラ会議から18年後、「西洋の没落」（シュペングラー）を露
呈した第一次世界大戦を経て開催されたIMCエルサレム世界宣教会議では、「非
キリスト教的生活・思想体系との関わりにおけるキリスト教の生活と使信」が
第一主題に掲げられた。ここにおいて、従来は自明のこととされていたキリス
ト教の独自性と普遍的妥当性が鋭く問われたのである。西洋文明への批判、世
俗主義の広がりとナショナリズムを伴う諸宗教の復
リバイバル
興、若い教会の成長および
西洋的キリスト教への反発、欧米におけるエキュメニカル運動の発展、社会的
福音やキリスト教社会主義運動の台頭、19世紀神学の克服としての弁証法神学
の出現などはすべて、この会議における議論に影響を与えている。概して、宣
教は単に個人の魂の救いに留まらず人間生活の全側面を包括するものと理解さ
れるようになり、宣教における諸宗教に対する考え方にも多様な立場が現れた。
本論では四つの立場に大別したが、それぞれに、混迷する時代状況の中で宣教
のあり方を探る真剣なものであった。
　エディンバラ会議で萌芽を見せ、エルサレム会議に至って明確に現れた宣教
理解の多様性は、他宗教を含む当時の世界がキリスト教に対して投げかける問
いに応えようとするキリスト教の努力の表れであり、この作業がエキュメニカ
ル運動を前進させる原動力の一つとなる。とりわけ、エルサレム会議のエキュ
メニカルな意義は、他宗教へのアプローチをめぐって立場の多様性が現れたこ
とそのもののうちに見出すことができるのではないだろうか。
　「キリスト教の使信の内容はキリスト自身である」というエルサレム第一主題
の議論から現れてきた命題は、同会議の第三主題「若い教会と旧来の教会の関係」
で、宣教協会のパターナリズム批判と若い教会の「独立」の要求を伴う教会の
土着化論の中でも、同様に打ち出される96。このことは必然的に、「使信の内容
96 村瀬義史「宣教における教会間のパ トーナーシップの一考察：戦前の世界宣教会議にお
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はキリスト自身である」とは具体的にどういうことなのか。それは、いかなる
特殊性と普遍性をもつのか、という重大な問いへとエキュメニカル運動に関わ
るキリスト者を導くことになった。1938年のタンバラム世界宣教会議で、キリ
スト論的な教会論が前面に現れる背景には、本論が明らかにしたエディンバラ
会議からエルサレム会議に至る議論の展開があるのである。エルサレム会議以
降のタンバラム会議に至る展開については、稿を改めて論じたい。
ける『若い』教会と『旧来の』教会との関係を通して」『神学研究』（関西学院大学神学研究会）
52号、2005年、231-234を参照。
